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 木材価格の低迷などにより伐採後に造林しない、いわゆる造林未済地が各地

で見られます。その最も大きな原因は、伐採収入に比べて再造林コストが高い

ことにあります。わが国では利用期に達した国産材の供給量を増大させて木材

需要に応えて行くことが求められており、今後、皆伐作業が増加すると見込ま

れています。そのため、皆伐跡地への低コスト再造林技術の研究開発が極めて

重要になっています。そこで、東北地方では平成２５年度から森林総合研究所

東北支所を中核機関として多雪地帯での再造林コストの大幅な低減を目指した

研究（農林水産業・食品産業科学技術研究推進事業「東北地方の多雪環境に適

した低コスト再造林システムの開発」）を進めています。この研究に対して林

業界からは、研究成果の迅速な現場実証が要請されております。 

そこで平成２５年度は、ここ数年で急速に導入が進んでいるコンテナ苗に着

目し、その成長状況や植え付け功程試験等の研究成果をご紹介するとともに、

６年前からコンテナ苗を利用した試験植栽を行っている岩手北部森林管理署の

ご協力の下で、同署管内の試験地での現地検討会を実施しました。翌２６年度

は、東北森林管理局と秋田県のご協力を得て、再造林コスト削減の決め手とな

る伐採作業と植栽作業を同時に行う一貫作業システムと低密度植栽の現地実証

試験の成果をご紹介するセミナーを開催しました。２７年度の６月には、造林

作業で最もコストがかかる下刈り作業を対象に、どこまで省力化できるか、実

証試験に基づく様々な取り組みをご紹介するとともに、山形県森林研究研修セ

ンターのご協力で、ワラビをカバークロップとして下刈りの省力化を図る実証

試験地の現地検討会を行いました。 

今回の総括セミナーでは、過去３年間の実証研究の成果を取り纏め、東北地

域における再造林コスト低減技術の到達点をご紹介すると共に、東北地域の林

業の最前線で日々格闘されている３名の方々をパネリストとしてお招きし、そ

れぞれのお立場から東北地域での再造林コスト削減を目指した私どもの研究へ

のご意見や今後の方向性に関するご示唆を頂きたいと考えております。また、

会場にご参会の多くの皆様からの忌憚のないご意見を期待しております。 


